各位

「投稿規程」及び「執筆要領」の改訂について

社団法人　日本鋳造工学会

会誌編集委員会　委員長　三輪謙治

　日本鋳造工学会では，一昨年立案，会員の皆様にご承諾いただきました「社団法人　日本鋳造工学会　長期ビジョン」に基づき，学会誌の魅力度向上＜掲載記事の拡大＞の検討を進めてきました．更に，昨年春の全国講演大会の際に“検討案（新規掲載記事）に関するアンケート”を実施，皆様の貴重なご意見をいただきました．

編集委員会では，会員のご意見を尊重しながら学会誌の新規掲載記事の検討を進めた結果，これまでの学会誌記事とは違った雰囲気で興味を持って読んでいただける記事として，

インタビューやＱ&Ａ（２月号会告掲載）を４月号より連載することにいたしました．

　新しい記事の掲載にあわせて

今回，「投稿規程」及び「執筆要領」を改訂・再編成いたしましたのでご案内いたします．

なお，この改訂に関する情報は本学会HPでも閲覧することが可能です．

１．投稿規程

【今回の改訂ポイント】

· 投稿料の見直し　　　：　論文投稿料を１万円減額
· 更に　ｶﾗｰ原稿も大幅に減額（約５万円/頁）
· 別刷り料金の見直し　：　判りやすい一覧表（原稿種類別）を作成

· 原稿種類の見直し　　：　６分類注１）に区別

注１）論文，研究情報，解説/講座，現場改善，読者コーナー，トピックス

２．執筆要領

【今回の改定ポイント】

· 執筆要領の区別化　　：　原稿種別（上記６分類）別に執筆要領を再編成
　　　　　　　　　　　　　　それぞれに必要最小限の要領となるように配慮

· 提出書類の簡素化　　：　原稿種別（上記６分類）別の書類注２）新設

注２）原稿表紙，著者チェックシート

今回の改定をきっかけに，会員の皆様からの原稿応募がますます増えることを期待しております．

今後とも日本鋳造工学会へのご協力をお願いいたします．

